
平成３０年第１１回 
教育委員会定例会議案 

多賀城市教育委員会 



平成３０年第１１回教育委員会定例会議事日程 

                   平成３０年１１月２６日（月）

                    午後１時 開 会

多賀城市役所５階 ５０１会議室

日程第１ 前回議事録の承認について 

日程第２ 議事録署名委員の指名について 

日程第３ 諸般の報告 

事務事業等の報告 

日程第４ 議 事 

臨時代理事務  臨時代理の報告について（指定管理者の指定に対す

報告第１２号  る意見（大代地区公民館））

日程第５ その他 



諸 般 の 報 告

 平成３０年第１０回教育委員会定例会以降の事務事業の執行状況及び諸会議等の

状況は、次のとおりです。 

■教育総務課関係 

１１月１日、「平成３０年度多賀城市市政功労者表彰式典」が文化センターで行

われ、教育文化功労者として個人１２名が受彰されました。 

１１月１０日、「平成３０年度多賀城市総合防災訓練」が行われました。教育委

員会関係では、市内小中学校の全児童生徒、教職員の参加の下、災害発生時の初期

行動訓練として、地域の一次避難所から大規模災害時の指定避難所への移動訓練や、

学校施設、社会教育施設の被災状況把握訓練等を実施しました。 

１１月１４日、「平成３０年度宮城県教育委員会・市町村教育委員会教育懇話会

全体会議」が仙台市内で開催され、教育長、浅野職務代理者が出席しました。 

１１月２１日、「平成３０年度第５回仙台管内教育委員会教育長会議」が仙台市

内で開催され、教育長が出席しました。 

■学校教育課関係 

１０月２７日に多賀城東小学校で学習発表会が、城南小学校で学芸会が行われ 

ました。 

来年度新入学児童を対象とした「就学時健康診断」は、１０月２６日に天真小

学校、１０月３０日に山王小学校、１１月７日に多賀城八幡小学校、１１月９日

に城南小学校、１１月１４日に多賀城小学校で行われ、全ての小学校の検診が終

了しました。 

中学生の職場体験は、１１月７日から９日まで第二中学校が、１５日から１６

日まで東豊中学校が実施しました。 

■生涯学習課関係 

１１月３日、多賀城市芸術文化協会主催の「第４６回文化祭」が文化センター 

で開催されました。舞踊や楽器演奏などの舞台発表、生け花などの展示のほか、

伝統文化子ども教室に参加している児童の成果発表が行われ、約８００名が来場

しました。 

１１月１１日、「第３７回多賀城市民音楽祭」を文化センターで開催しました。

合唱や吹奏楽など市内で活動している音楽サークル２７団体が出演しました。ま

た、同会場では手作りの食品や雑貨を販売する「サークルフェア」や「市内中学

校美術部作品展示会」なども開催され、１，６９９名の来場者がありました。 

同日、「天童市・多賀城市友好都市スポーツ交流大会」が総合体育館と中央公園

グラウンドで開催され、剣道とソフトボール競技に１１９名が参加しました。 

１１月１３日、全国「子ども・若者育成支援強調月間県下一斉街頭指導」の一

環として、多賀城市青少年育成センター等関係者による「一斉街頭指導」を実施
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しました。ＪＲ多賀城駅周辺のほか３か所において、「啓発のチラシと野菜の種子」

を市民に配布しました。 

■文化財課関係 

１１月１２日、１３日、全国史跡整備市町村協議会の役員会及び臨時大会が東

京都で開催され、市長、文化財課長が出席しました。

また、１３日は、平成３１年度文化財関連予算等について宮城県選出国会議員

への陳情活動を行いました。 

１１月２３日、「第１回たがじょう秋まつり」が開催され、郷土芸能活動の一

環として多賀城太鼓保存会による多賀城太鼓と多賀城鹿踊保存会による鹿踊りが

披露されました。 

（別表）社会教育事業等の実施状況 

（平成３０年１１月１９日現在） 

開催日 内   容 参加者数 会場 

１０月２５日 高齢者教育事業「多賀城大学後期 第１回講座 鹽

竈神社の歴史と文化財」 

講師：鹽竈神社博物館 茂木 裕樹 氏 

運営：中央公民館 

８０人 市会 

１０月２５日 英会話に挑戦！Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃａｆｅ 

運営：市立図書館指定管理者 

１４人 市図 

１０月２６日 

１１月２日、４

日、９日、１５

日、１６日 

地域交流事業「集いの広場」 

（子どもたちの学習や異世代交流として公民館体育

室や視聴覚室を開放） 

１３４人 大公 

１０月２７日 つくってあそぼう！キッズクラフト  

～折り紙とストロー等で風車をつくる～ 

運営：市立図書館指定管理者 

１９人 市図 

１０月２７日 多賀城ブックトーク ～大人の絵本読書会～ 

運営：市立図書館指定管理者 

７人 市図 

１０月２７日 青少年教育事業「ハロウィンパーティー」 

講師：大友 忍 氏 

１３名 山公 

１０月２７日～

１１月１６日 

地域スポーツ指導者派遣事業 

（運動指導、筋肉トレーニング、レクリエーション

など） 

申請団体：八幡上一町内会、鶴ケ谷保育所父母の会、

志引町内会、多賀城市手をつなぐ育成会、

留ケ谷育児の会ほか 

運営：体育施設等指定管理者 

３８８人 市内 
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１０月２８日 本のソムリエに学ぶ 暗記術 

講師：本のソムリエ 二本柳 保 氏 

運営：市立図書館指定管理者 

４人 市図 

１０月２８日 視聴覚教育事業「子ども映画会」 

（桃太郎、わらしべ長者、ジャックと豆の木） 

６名 大公 

１０月２８日 家庭教育講座「ふれあい森林教室 ～親子で自然を

楽しもう～」 

講師：ＮＰＯ法人宮城県森林インストラクター協会 

協力：公益財団法人ニッセイ緑の財団 

共催：ソニー株式会社仙台テクノロジーセンター 

運営：中央公民館  

４２人 県民

の森 

１０月２８日 スポーツフェスティバル 

（水中運動会、水泳記録会など） 

協力：多賀城市水泳協会、日本水泳連盟 

運営：体育施設指定管理者 

１３９人 ﾌﾟｰﾙ 

１０月２８日 公演「ＤＲＵＭ ＴＡＯ」  

ＲＨＹＴＨＭ of ＴＲＩＢＥ ～時空旅行記～ 

共催：文化センター指定管理者 

１，０３０人 市会 

１０月２９日 

１１月５日、 

１２日 

学校体育を克服！運動教室 

（跳び箱、鉄棒、マット運動など学校体育の基礎） 

運営：体育施設指定管理者 

３９人 総体 

１０月３１日 成人教育事業「介護予防講座」～介護予防の現状と

今後の介護事情～ 

講師：恵愛ホーム 

運営：大代地区公民館指定管理者 

１４人 大公 

１１月１日 

～１５日 

介護福祉課委託事業「健康ストレッチ教室」 

運営：体育施設指定管理者 

２１０人 ｼﾙﾊﾞｰ 

山公

大公 

１１月２日、 

１６日 

Ｇｏｏｄ ｍｏｒｎｉｎｇ ＹＯＧＡ 

（朝の図書館でヨガを楽しむ） 

講師：ヨガインストラクター 工藤 葉子 氏 

２３人 市図 

１１月３日 
アンビグラムの世界展 野村一

いっ

晟
せい

トークイベント

出演：アンビグラム作家 野村 一晟 氏

運営：市立図書館指定管理者

２５人 市図 

１１月４日 遊びから学ぼう！元気隊  ～ドッヂボール～ 

運営：体育施設指定管理者 

８人 多小 

１１月７日 成人教育事業「歴史講座～貞山運河の発展と大代～」

講師：宮城県文化財保護地区指導員 高橋 守克 氏 

１５人 大公 

１１月７日 英語の本を楽しもう 「英語多読サロン」 

運営：市立図書館指定管理者 

６人 市図 
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１１月１０日 大槌刺し子体験 ワークショップ 

（くるみボタン、コースター作り） 

講師：大槌復興刺し子プロジェクト 

運営：市立図書館指定管理者 

２０人 市図 

１１月１１日 市民スポーツ大会 「卓球大会」 

参加：１２行政区 １６チーム 

優勝／西能ヶ田、準優勝／桜木東Ａ 

第３位／志引、高崎・城南 

協力：多賀城市卓球協会 

運営：体育施設指定管理者 

１２２人 総体 

１１月１１日 みやぎ心の復興「ゴスペル・ワークショップ ～み

んなで一緒に歌おうよ！～」 

講師：シンガーソングライター 

・ゴスペルアーティスト ジョン・ルーカス 氏

主催：宮城県文化振興財団、仙台ゴスペル・フェス

ティバル実行委員会 

共催：山王地区公民館 

５８人 山公 

１１月１１日 じん-book-forest-music-tour『teller』～図書館

live～ 

出演：音楽家・小説家 じん 氏 

運営：市立図書館指定管理者 

１９６人 市図 

１１月１３日 高齢者教育大学「山王大学後期 音楽を使った脳ト

レ」 

講師：一般財団法人全日本らくらくピアノ協会宮城

支部 

   １級認定講師 岡崎 浩子 氏 

２８人 山公 

１１月１４日 高齢者教育事業「山茶花大学後期 古武術に学ぶ、

健康長寿のための身体の動かし方」 

講師：小幡塾 小幡 忠義 氏 

１８人 大公 

１１月１７日 視聴覚教育事業「第２回親子映画会」 

（のどか森の動物大作戦・山ねずみロッキーチャッ

ク～みどりが森のまいご～） 

３６人 中公 

１１月１７日 ＮＰＷの学校「材は有るもの、どこでも、誰でも、

手早く、簡単に」 

―ヌメ皮(Ｎ)パッチ(Ｐ)ワーク(Ｗ)を気軽に楽しむ

― 

講師：ＮＰＷ認定講師 ふるもと ひろし 氏 

運営：市立図書館指定管理者 

２人 市図 

１１月１８日 おとなの朝活 ～ヨガ～ 

講師：太田 加代 氏 

運営：体育施設指定管理者 

２０人 総体 
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【凡例】 

中公：中央公民館 山公：山王地区公民館 大公：大代地区公民館 

市会：市民会館 市図：市立図書館 総体：総合体育館 ﾌﾟｰﾙ：市民プール 

市テ：市民テニスコート ｼﾙﾊﾞｰ：シルバーヘルスプラザ  

平成３０年１１月２６日提出 

                        多賀城市教育委員会 

                         教育長 小畑 幸彦 
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臨時代理事務報告第１２号 

   臨時代理の報告について 

 教育長に対する事務委任等規則（昭和４７年多賀城市教育委員会規則第７号）

第３条の規定により、次のとおり臨時に代理したので、同規則第６条第４号の規

定により報告する。 

  平成３０年１１月２６日提出 

                     多賀城市教育委員会 

教育長 小畑 幸彦 
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臨時代理書  

教育長に対する事務委任等規則（昭和４７年多賀城市教育委員会規則

第７号）第３条の規定により、次のとおり臨時に代理する。  

平成３０年１１月１４日  

多賀城市教育委員会   

教育長  小畑  幸彦   

指定管理者の指定に対する意見について（大代地区公民館）  

このことについて、市長から地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和３１年法律第１６２号）第２９条の規定に基づく意見を求めら

れたことから、異議ない旨回答する。  
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議案第   号  

   指定管理者の指定について  

 下記のとおり指定管理者の指定をしたいので、地方自治法（昭和２２

年法律第６７号）第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求め

る。  

記  

１  指定管理者に管理を行わせる公の施設の名称  

  多賀城市大代地区公民館  

２  指定管理者となる団体  

  大代地区コミュニティ推進協議会  

多賀城市大代五丁目１番４６号  

３  指定の期間  

  平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで  

  平成３０年１２月  日提出   

多賀城市長  菊地  健次郎   

-10-



議案第   号関係資料  

   多賀城市大代地区公民館の指定管理者の指定について  

１  主な取組経過

年月日  事項  概要  

平 成 2 6 年 4 月 1 日

～ 平 成 31年 3月 31

日  

第１期  

指定管理者指定  

多 賀 城 市 大 代 地 区 公 民 館 の 指

定 管 理 者 に 大 代 地 区 コ ミ ュ ニ

テ ィ 推 進 協 議 会 を 非 公 募 で 選

定し指定  

平成 30年 7月 12日  指 定 管 理 者 評 価

委員会  

現 指 定 管 理 者 か ら 評 価 委 員 に

対 し 、 平 成 ２ ６ 年 度 か ら 平 成

２ ９ 年 度 ま で の 実 績 内 容 の 説

明 及 び 質 疑 を 行 い 、 評 価 ・ 審

議 に よ り 合 格 ラ イ ン に 達 し て

いる旨の評価を得る。  

平成 30年 7月 25日  教育委員会  多 賀 城 市 大 代 地 区 公 民 館 の 指

定 管 理 者 評 価 委 員 会 の 結 果 を

報 告 。 指 定 管 理 者 候 補 を 非 公

募により選定することを決定  

平成 30年 9月 3日  行政経営会議  多 賀 城 市 大 代 地 区 公 民 館 の 指

定 管 理 者 評 価 委 員 会 の 結 果 を

報 告 。 指 定 管 理 者 候 補 を 非 公

募により選定することを決定  

平成 30年 9月 6日  業務仕様書提示  第２期の指定管理業務運営の提

案書作成に関する仕様書を提示 

平成 30年 10月 1日  指 定 管 理 者 選 定

委員会  

現指定管理者から提出された企

画提案内容を審査したところ、

指定管理者としての水準に達し

ていると認められたことから、

現指定管理者を第２期の指定管

理者の候補者として選定 

平成 30年 10月 16日 社 会 教 育 委 員 会

議  

多 賀 城 市 大 代 地 区 公 民 館 の 次

期 指 定 管 理 者 の 候 補 者 を 大 代

地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 協 議 会

と す る こ と に つ い て 、 異 議 の

ない旨の報告を得る。  

平成 30年 10月 24日 教育委員会  現 指 定 管 理 者 を 第 ２ 期 の 指 定

管 理 者 の 候 補 者 と す る こ と を

決定  
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平成 30年 11月 5日  行政経営会議  現 指 定 管 理 者 を 第 ２ 期 の 指 定

管 理 者 の 候 補 者 と す る こ と を

決定  

平成 30年 11月 27日 多 賀 城 市 議 会 全

員協議会  

多 賀 城 市 大 代 地 区 公 民 館 指 定

管 理 者 指 定 の 取 組 状 況 に つ い

て説明  

２  指定管理の概要  

 (1) 指定管理の対象となる施設  

   多賀城市大代地区公民館  

 (2) 指定管理者が行う業務の範囲  

ア  公民館の使用の許可に関する業務  

イ  公民館の施設及び設備の維持管理に関する業務  

ウ  公民館における社会教育に関する事業の実施に関する業務  

エ  その他教育委員会が必要と認める業務  

(3) 指定管理期間

   平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日までの５年間  

３  指定管理者候補者の概要  

(1) 名  称  大代地区コミュニティ推進協議会  

(2) 所  在  多賀城市大代五丁目１番４６号  

(3) 代表者  会長  熱海  五郎  

(4) 設  立  平成元年５月３１日  

４  指定管理者評価委員会の概要  

(1) 評価委員会の開催日時等  

日  時   平成３０年７月１２日（木）  

午後２時から午後３時３０分まで  

会  場   多賀城市役所３階  第１委員会室  
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 (2) 評価委員会委員  

役職  区分  所属・氏名  

委員長  学識経験者  東豊中学校長  相澤  祐太  

副委員長 関係行政機関

の職員  

多賀城市総務部理事兼次長兼総務課長  

長田  健  

委員  公民館施設利

用者  

斎藤  昌江  

委員  有識者  多賀城東小学校父母教師会長  

荒若  健志  

委員  関係行政機関

の職員  

多賀城市保健福祉部次長兼社会福祉課長  

木村  修  

(3) 評価方法  

指定 管理 者へ の 評 価に 係る 評価 方 法 は、 評価 委員 会 の 中で あら か

じめ確認を行った。  

ア  採点方法   

 委員ごとに１７の審査項目を下記の０点から５点までの６段階

で採点した（委員１人当たり８５点満点）。  

イ  評価基準  

 委 員会 全体 で ４ ２５ 点満 点の う ち ２５ ５点 （６ 割 ） 以上 の場 合

を合格とし、次のとおり評価した。  

点数  基      準  

５点  特に優秀である／極めて高い能力を有している  

４点  優秀である／高度な能力を有している  

３点  満足できる／充分な能力を有している  

２点  一部物足りなさを感じる／任せられないわけではない

１点  満足できない部分が多い／任せることは不安  

０点  全く満足できない／任せることができない  
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(4) 評価結果  

   指 定管 理者 から 事業 概要 等の 説明 と質 疑応 答の 後、 各委 員に よ る

採点と審議を行った結果、次の評価を得た。  

大代地区コミュニティ推進協議会  

総合得点（４２５点満点中）  評      価  

３５９点  合格（良）  

※  採点 表は 、 「 ８  多賀 城市 大 代 地区 公民 館指 定 管 理者 評価 委

員会審査基準及び採点表（集計）」のとおり  

(5) 評価委員からの意見  

【期待できる点】  

・現状に満足することなく、あくまでも成長し続けるという姿  

勢で 、今 後 も取 り 組ん でい っ て欲 し い。 なお 、 その 姿 勢は 、

「利 用者 の 増加 に つな がる ヒ ント 」 を掲 げて い るこ と で理 解

できる。  

・子供の来館者増の取り組み「集いの広場」「子ども広場」  

・地域との連携「防災キャンプ」「音楽まつり」  

・大代地区コミュニティ推進協議会が、受託者として運営して  

いることから、地域の実情やニーズを的確に把握し、それを  

事業に反映することが可能となる。又、地域の資源の活用が  

期待できる。  

総合得点  評      価  

３６９点～４２５点  合格（優）  

３１１点～３６８点  合格（良）  

２５５点～３１０点  合格（可）  

０点～２５４点  不合格（不可）  
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【今後の要望・課題】  

・男性の集いの場づくり、「お父さん出番ですよ！」  

・今後、現在の利用者がさらに高齢になっていくので、その対  

策が必要になると思う。  

・事業所として１か所の運営であることから、職員が固定とな  

るため、マンネリ化が課題  

・社 会環 境 の変 化 に対 応し た 公民 館 の役 割機 能 の充 実 とコ ミ ュ

ニティ機能の強化  

５  指定管理者候補者の選定方法  

 平 成３ ０年 ９月 ３日 （月 ）に 開催 され た平 成３ ０年 度第 ６回 行政 経

営会 議に おい て、 平成 ３１ 年４ 月１ 日か ら平 成３ ６年 ３月 ３１ 日ま で

の５ 年間 の指 定管 理者 を非 公募 によ り選 定す るこ とに つい て審 議し 、

原案のとおり決定した。  

６  指定管理者選定委員会の概要

(1) 選定委員会の開催日時等  

日  時   平成３０年１０月１日（月）  

午後２時から午後４時まで  

会  場   多賀城市役所３階  第１委員会室  

(2) 選定委員会委員   

役職  区分  所属 /氏名  

委員長  学識経験者  多賀城東小学校教頭  土居  真  

副委員長 関 係 行 政 機 関

の職員  

多賀城市市長公室長  鈴木  学  

委員  公 民 館 施 設 利

用者  

渡邉  桂子  

委員  公 民 館 施 設 利

用者  

尾田  勝弘  

委員  有識者  東豊中学校父母教師会長  本郷  友道  
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委員  関 係 行 政 機 関

の職員  

多賀城市市民経済部長  竹谷  敏和  

委員  関 係 行 政 機 関

の職員  

多賀城市建設部長  乘上  英隆  

(3) 採点方法  

指定 管理 者の 選 定 に係 る採 点方 法 は 、選 定委 員会 の 中 であ らか じ

め確認を行った。  

ア  評価方法  

 委 員ご とに ２ ０ の審 査項 目を 下 記 の０ 点か ら５ 点 ま での ６段 階

で採点した（委員１人当たり１００点満点）。  

イ  評価基準  

 委 員会 全体 で ７ ００ 点満 点の う ち ４２ ０点 （６ 割 ） 以上 の場 合

を合格とし、次のとおり評価した。  

点数 基      準  

５点 特に優秀である／極めて高い能力を有している  

４点 優秀である／高度な能力を有している  

３点 満足できる／充分な能力を有している  

２点 一部物足りなさを感じる／任せられないわけではない  

１点 満足できない部分が多い／任せることは不安  

０点 全く満足できない／任せることができない  

総合得点  評      価  

６０８点～７００点  合格（優）  

５１２点～６０７点  合格（良）  

４２０点～５１１点  合格（可）  

０点～４１９点  不合格（不可）  
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(4) 評価結果  

   申 請団 体か らの 説明 と質 疑応 答の 後、 各委 員に よる 採点 と審 議 を

行った結果、次のとおり候補者を選定した。  

申請団体  多賀城市大代地区コミュニティ推進協議会  

総合得点（７００点満点中）  評      価  

５７４点  合格（良）  

※  採点 表は 、 「 ９  多賀 城市 大 代 地区 公民 館指 定 管 理者 選定 委

員会審査基準及び採点表（集計）」のとおり

(5) 選定委員からの意見  

【期待できる点】  

・今後笠神地区住民が多く参加できる対応をお願いします。  

・児 童館 的 な役 割 を果 たし て いる 点 を大 いに 評 価し 、 今後 を 期

待します。  

   【今後の要望・課題】  

・難 しい 面 があ る が、 今後 も 震災 を 受け た地 域 の公 民 館と し て

の役 割（ 特 にコ ミ ュニ ティ づ くり ） を果 たし て いた だ きた い 。  

・５ 年間 で 計１ ０ ０事 業以 上 実施 し てい るが 、 サー ク ル化 し た

のは ４団 体 にと ど まり 、自 主 的な 社 会教 育活 動 にま で 発展 し

ていない。  

７  指定管理者候補者の企画提案の概要  

(1) 施設の管理運営計画

ア  管理運営方針  

(ｱ) 大代 地区 公 民館 は公 の施 設で あり 、設 置目 的で ある 「住 民 の

教 養 の 向 上 、 健 康 の 増 進 、 情 操 の 純 化 を 図 り 、 生 活 文 化 の 振 興 、

社 会 福 祉 の 増 進 に 寄 与 す る 」 こ と を 念 頭 に 、 公 正 、 公 平 な 管 理

-17-



運 営 を 行 う と と も に 、 公 民 館 が 有 す る 「 つ ど う 」 「 ま な ぶ 」

「 む す ぶ 」 機 能 を 有 効 に 活 用 し 、 公 民 館 が 持 つ 「 人 と 人 を つ な     

ぐ 力 」 、 「 昔 と 今 を つ な ぐ 力 」 、 「 地 域 と 地 域 を つ な ぐ 力 」 に

さ ら に 磨 き を か け て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸 成 を 図 っ て ま い り ま す 。  

(ｲ) 関係法令及 び条例の 遵守につ いては、 多賀城市 内の三公 民館

（ 中 央 公 民 館 、 山 王 地 区 公 民 館 、 大 代 地 区 公 民 館 ） で 常 に 確 認

しながら管理運営を行ってまいります。  

また 、大 代 地区 公 民館 は、 地 域経 営 組織 の中 心 的な 施 設で あ

ると とも に 、住 民 が地 域社 会 を担 う 実践 の場 所 とし て 、文 化 活

動、 スポ ー ツ活 動 等を 通じ 、 互い の 交流 と教 養 の向 上 、心 身 の

充実 を図 る ため の 活動 を推 進 し、 世 代間 の交 流 と児 童 生徒 や 高

齢者 の居 場 所づ く りな どを 含 めた 地 域づ くり 活 動を 通 じて 、 多

くの 地域 住 民が 集 い、 学べ る 環境 を 利用 者の 視 点で 管 理運 営 を

行い 、快 適 に活 動 でき る場 を 常に 提 供す るこ と がで き る施 設 と

なるよう努めます。  

イ  施設の管理運営に当たる人員配置  

(ｱ) 施設の運営方針を具現化するため、職員数を７名とし、緊急

の際 も対 応 でき る よう 夜間 の 勤務 体 制に おい て も常 時 ２名 と す

ると とも に 、非 常 時の 際も 参 集可 能 な地 域の 職 員を 採 用す る こ

とを基本としています。  

(ｲ) 職員の配置については、責任者及び常勤職員１名、非常勤職

員３名、パートタイム勤務職員２名の計７名で管理します。  

ウ  適正な管理運営のための職員研修  

事 業 執 行 に 当 た っ て の 職 員 の ス キ ル ア ッ プ の た め に 、 日 常 の

Ｏ Ｊ Ｔ に よ る も の の ほ か 、 事 業 計 画 の 立 案 や 施 設 の 管 理 運 営 等

に 必 要 な 県 や 市 が 行 う 社 会 教 育 職 員 研 修 、 施 設 管 理 研 修 な ど に

積 極 的 に 参 加 し 、 指 定 管 理 者 と し て 身 に 付 け な け れ ば な ら な い

-18-



関 係 法 令 を 遵 守 し 、 全 て の 職 員 が 同 じ 認 識 を 持 ち 質 の 高 い サ ー

ビスが提供できるよう人材育成に努めます。  

  エ  施設設備の維持管理  

公民 館は 、 高齢 者 から 子供 ま で幅 広 い年 代に 利 用さ れ るこ と か

ら、 安心 ・安 全 で 快適 な環 境を 確 保 しな けれ ばな り ま せん 。当 公

民館 も昭 和５ ５ 年 開館 で建 築後 、 ３ ８年 が経 過し 、 建 物本 体、 設

備面 にお いて も 老 朽化 が進 んで お り ます 。そ のた め 、 事故 を未 然

に防 止す るた め の 日常 点検 や法 定 点 検に 万全 を期 す と とも に、 利

用者 から の改 善 提 案や 要望 など に 速 やか に対 応で き る よう に努 め

ます。  

  オ  地域との連携  

大代 地区 公 民館 の 管理 運営 方 針に 基 づく 公民 館 機能 を 有効 に 活

用し て、 コミ ュ ニ ティ の醸 成を 図 る こと によ り地 域 防 災力 の向 上

等に努めてまいります。  

また 、公 民 館は 、 住民 によ る まち づ くり の拠 点 であ る こと を 念

頭 に 、 大 代 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 協 議 会 （ 以 下 「 協 議 会 」 と い

う。 ）が 目指 す 「 明る く住 みよ い ふ るさ とを 築く 」 た めの 様々 な

事業 を展 開し て 、 自分 たち でま ち を 経営 する 地域 運 営 組織 の拠 点

となるよう取り組んでまいります。  

(2) 社会教育事業  

平 成 ２ ５ 年 度 ま で 、 市 が 企 画 し 、 実 施 し て い た 社 会 教 育 事 業 を 、

これ まで 以上 に地 域の 方た ちの 視点 に立 った もの とす るた めに 、 当

協議 会で は、 独自 に行 う社 会教 育事 業の ほか 、中 央公 民館 が中 心 と

なり 企画 する 三公 民館 （中 央、 山王 、大 代） どこ でも 受講 でき る 共

通の事業も実施してまいります。  

ま た 、 社 会 教 育 事 業 の 実 施 に 当 た っ て は 、 市 民 の 要 望 や 地 域 課

題に 応じ た事 業を 住民 自身 で企 画・ 運営 する 体制 を構 築し 、目 的 を
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明確 にし た事 業展 開を 行う こと で、 積極 的な 住民 の参 画を 促し 、 地

域づくりの一助となる効率的な運営に努めます。  

講 座 ・ 教 室 の 終 了 後 に は 、 自 主 サ ー ク ル の 結 成 を 促 し 、 自 主 的

な社 会教 育活 動を 行う よう 支援 し、 住民 自身 が地 域の ため の活 動 を

支える環境を整えます。  

  地 域住 民の 課 題解 決や 要望 を反 映す る方 法と して は、 講座 終了 後

にアン ケー トを 実 施して 意見 ・要 望 の取り 込み を行 い 、次年 度以降

の企画に反映します。  

また 、当 協議 会 で は地 域の コミ ュ ニ ティ 施設 とし て の 特性 を活 か

した独自の社会教育事業として、次の事業等を実施します。  

・集いの広場  

・子ども広場  

・体育室の空き時間を利用した児童生徒の遊び場の提供  

・コミュニティルームを設置し、勉強や打ち合わせの場の提供  

(3) 利用促進に関する取組  

ア  施設利用の促進  

 地 域 の 方 は も と よ り 貸 館 に よ る 利 用 者 に つ い て も 、 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 図 る た め 、 職 員 全 員 が 「 あ い さ つ 」 に 心 が け 、 利 用 者

か ら の 改 善 提 案 や 要 望 な ど を 気 軽 に 話 し て い た だ け る よ う に 努 め

ます。  

イ  広報活動  

当 協 議 会 で は 、 毎 月 １ 回 大 代 地 区 の 広 報 誌 「 ふ れ あ い 」 を ３ ２

年 以 上 に わ た り 発 行 し て き ま し た 。 こ の 広 報 誌 は 、 地 域 の 小 学 校

や 中 学 校 及 び 一 部 企 業 に も 配 布 し て お り 、 多 く の 方 々 に 各 種 事 業

の情報や活動内容を発信してきました。  

ま た 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 開 設 し た 当 協 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ を 引

続 き 運 営 し 、 各 種 事 業 の 開 催 予 定 や 結 果 な ど タ イ ム リ ー な 情 報 を

-20-



発信してまいります。  

ウ  利用者への支援  

講座・教室の終了後には、自主サークルの結成を促し、自主的

に社会教育活動が行えるようにサークルの立ち上げから安定した

運営が出来るまでの２年間を限度に支援し、住民自身が地域のた

めの活動を行える環境を整えます。  

 (4) 個人情報の取扱い  

当協議会では、市の個人情報保護条例及び情報セキュリティポリ

シーを遵守し、適切な管理に努めます。  

 (5) 安全対策・危機管理体制  

施設利用者の安全・安心の確保を対策の柱とし、消防団との連携

を密に日常的な危機予防措置や自然災害に関する情報を収集して、

大代地区公民館緊急連絡網を整備し、適切な情報伝達及び緊急事態

に備えます。  

  (6) サービス・満足度向上の取組  

ア  平等利用  

中央公民館、山王地区公民館との連携を密にし、施設の運営

については平等な利用に努めます。  

イ  ニーズの把握  

各種講座等の事業ごとにアンケートを取り、受講者満足度を

調査するとともに意見・要望等については、職員全体で良い点、

悪い点を評価し、ＰＤＣＡサイクルを活かし、改善を図りなが

ら次回の講座に活かし、参加者の満足度が向上するよう努めま

す。  

ウ  サービスの向上  

利用申請手続きの時間短縮を図るため、独自に構築したシス

テムを活用し、利用者からも好評をいただいております。今後
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もこれに改良を加え利用者のサービス向上に努めます。  

  (7) 大代地区公民館としての今後の展望  

当協議会は、地域の課題解決に取り組む組織ですので、多賀城

市及び多賀城市教育委員会とより一層綿密に連絡調整を行い、こ

れまで培ってきた当協議会の機能と有機的に融合した大代地区公

民館の管理運営を行い、住民の視点に立った社会教育の推進を図

ってまいります。  

また、大代地区のみならず、笠神地区の住民にとっても参加し

やすい環境を整えるため、公民館までの交通手段のない方にも参

加してもらえるような方策を検討してまいります。  

 (8) 職員体制  

(9) 指定管理業務に要する指定管理料提示金額  

職種  雇用形態  職員数  

事務局長  常勤職員  １人  

経理担当  常勤職員  １人  

事業担当  非常勤職員  ３人  

夜間担当  パートタイム勤務職員  ２人  

計   ７人  

区分  指定管理料提示額 (円 ) 

平成３１年度  ２３，９０６，０００

平成３２年度  ２３，３２６，０００

平成３３年度  ２３，５９０，０００

平成３４年度  ２３，８５２，０００

平成３５年度  ２４，１０７，０００

計  １１８，７８１，０００
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大項目 中項目 小項目

指定管理業務実施に
あたっての考え方

施設運営の基
本的な考え方

5 5 5 4 4 23

施設の維持管理

安全で快適な
施設の維持管
理のための方
針及び取組

5 5 5 4 3 22

4 5 4 3 3 19

4 5 4 4 3 20

4 4 4 4 3 19

広報活動 5 5 5 3 3 21

地域との連携 5 4 5 4 4 22

団体支援 5 4 4 3 4 20

日常の安全管
理

5 5 5 3 3 21

緊急時の対応 5 4 5 4 3 21

個人情報の保
護
環境への配慮
等

5 5 5 4 3 22

社会教育事業

施設の設置目
的を達成する
ための事業の
状況

4 5 5 4 4 22

人的な能力
人員配置
人材育成
労務管理

4 4 5 4 3 20

経営能力
経営努力
節減努力

5 5 5 4 3 22

コンプライアン
ス

5 5 5 3 4 22

モニタリング 5 5 5 3 4 22

意欲・創造力等 5 5 5 3 3 21

80 80 81 61 57 359

94% 94% 95% 72% 67% 84%

5

4

3 ３６９点～４２５点

2 ３１１点～３６８点

1 ２５５点～３１０点

0 ０点～２５４点

８　多賀城市大代地区公民館指定管理者評価委員会審査基準及び採点表（集計）

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 合計

・窓口サービスの向上に関する取組やクレーム等について迅速に対応できる
体制となっているか

合格（可）

不合格

総合得点

採点率

その他

安全管理
危機管理等

・事業案内や公民館の利用促進に資する広報活動があるか

・地域のコミュニティ醸成に向けた具体的な取組や働きかけはあるか
・地域住民、ボランティア団体等との連携・協力に関する取組の状況

・公民館利用団体、地域のボランティア団体、その他団体の支援育成策がある
か

・熱意、意欲、創造性はあるか

評価項目

評価の視点

サ
ー

ビ
ス
の
向
上

・指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針に基づいた運営がなされてい
るか
・運営方針が施設の設置目的に合致しているか

・維持管理の基本方針に基づき適切に運営されているか
・備品、設備の適切な延命化策が図られているか
・再委託業務の分野は適切に管理・運営されているか

利用者への対応

利用者サービ
スの取り組み

・貸出の利用促進、顧客満足度向上、窓口サービス向上に向けた具体的取組
策はあるか
・利用者が平等・公平に利用できる仕組みづくりがされているか

・利用者の意見等を運営に反映させる具体的な仕組みはあるか

Ａ

・通常の指定管理業務を行う際の事故防止等の取組の状況

・事故等の緊急事態が発生した場合の対応状況

・積極的な情報公開と適切な個人情報保護がなされているか
・情報セキュリティ対策は万全か
・環境に配慮した取組を行っているか

・事業の企画立案、実施、評価について、そのプロセスと組織体制は十分か
・利用者ニーズを把握し、事業への反映方策はあるか
・自主事業とのバランス等施設の有効活用提案はあるか

業
務
遂
行
能
力

・職務分担、職位階層、タスク管理の確立は適切であるか
・ワーキングプアを生まないか
・人事労務管理体制は十分か
・職員研修等能力向上支援策は十分か
・職員は意欲的か
・意欲を喚起する人材マネジメントがあるか

・コスト削減の工夫があるか
・事業収支計画の積算根拠は妥当か

・法令遵守体制はとれているか

・事業評価制度の実行、ＰＤＣＡマネジメント等の事業改善の体制があるか

●評価視点及び評価点数 ●指定管理者の評価方法

特に優秀である／極めて高い能力を有している
総合得点

評価視点 評価点数
・満点となる４２５点（委員一人当たり８５点×５人）のうち２５５点
（６割）以上の場合を「合格」とし、「合格」の場合であっても以下
のとおり３段階で評価します。

評価

合格（良）

優秀である／高度な能力を有している
評価

合格（優）

合格（良）

満足できる／充分な能力を有している

一部物足りなさを感じる／任せられないわけではない

満足できない部分が多い／任せることは不安

全く満足できない／任せることができない
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大項
目

中項目 小項目

管理運営方
針

5 5 5 4 4 5 5 33

施設の管理
運営にあた
る人員配置

4 5 5 2 4 5 4 29

施設設備の
維持管理

4 4 4 1 3 4 4 24

環境への配
慮

5 5 4 4 3 4 3 28

平等利用 3 5 5 4 3 5 4 29

ニーズの把
握

3 4 4 4 3 4 4 26

サービスの
向上

4 4 4 4 4 4 4 28

地域との連
携

4 5 5 4 4 5 5 32

社会教育事
業

4 4 5 4 3 4 4 28

自主事業 4 5 4 4 4 4 5 30

施設利用の
促進

4 5 5 5 3 4 3 29

広報活動 5 5 5 4 4 4 4 31

利用者への
支援

3 4 4 4 2 4 3 24

個人情報の取扱
い

個人情報の
取扱い

4 5 5 4 3 3 4 28

安全管理 5 4 4 4 3 4 3 27

緊急時の体
制

5 5 5 3 3 4 4 29

組織体制 4 5 5 5 3 4 4 30

適正な管理
運営のため
の職員研修

4 5 5 5 3 3 4 29

予算の執行
人事・労務
管理

4 5 5 5 3 3 5 30

コンプライア
ンス、モニタ
リング

5 5 5 4 3 3 5 30

83 94 93 78 65 80 81 574

83% 94% 93% 78% 65% 80% 81% 82%

5

4

3 ６０８点～７００点

2 ５１２点～６０７点

1 ４２０点～５１１点

0 ０点～４１９点

評価の視点

サ
ー

ビ
ス
の
向
上

・指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針となっているか
・運営方針が施設の設置目的に合致しているか

Ｃ
評価項目

Ｄ Ｅ

９　多賀城市大代地区公民館指定管理者選定委員会審査基準及び採点表（集計）

Ａ

サービス・満足度
向上の取組

合計Ｂ F G

・施設の管理運営にあたる人員配置は適切か

・維持管理、安全管理は適切か
・施設、設備、備品の効用を長くする提案はあるか

・環境へ配慮した取組は十分か

満足できない部分が多い／任せることは不安

●指定管理者の評価方法

社会教育・自主事
業計画

・公民館利用団体、地域のボランティア団体、その他団体の支援
策はあるか

・事業の企画立案、実施、評価等についての取組方策はあるか
・利用者ニーズを把握し、事業への反映方策はあるか
・施設の有効活用に繋がる取組はあるか

・施設の利用促進に繋がる取組等、工夫されているか

・事業案内や公民館の利用促進に資する広報活動か

全く満足できない／任せることができない

●評価視点及び評価点数

・個人情報の管理は適切か
・情報セキュリティ対策は万全か

・日常の指定管理業務を行う際の事故防止、安全対策は十分か

・協議会の自主事業は、地域コミュニティの醸成に繋がる内容か

業
務
遂
行
能
力

・予算の執行管理は適切か
・職員の労務管理は適切か

・法令順守体制はとれているか
・事業評価制度の実行、ＰＤＣＡマネジメント等の事業改善の体制
はあるか

優秀である／高度な能力を有している

・利用者が平等・公平に利用できる仕組づくりはあるか

施設の管理運営
計画

利用促進に関する
取組

・利用者の意見やニーズを把握して、事業に反映させる取組はあ
るか

・貸出の利用促進、顧客満足度向上、窓口サービス向上に向けた
具体的取組はあるか
・利用者サービスの向上に向けた具体的な取組はあるか

・地域のコミュニティ醸成に向けた具体的な取組や働きかけはある
か

合格（可）

評価

・事故等の緊急事態が発生した場合の対応は十分か

・十分な組織体制となっているか

サービス・満足度
向上の取組

・職員研修等による職員の指導育成は適切か
・意欲を喚起する人材マネジメントがあるか

満足できる／充分な能力を有している

特に優秀である／極めて高い能力を有している
総合得点

安全対策・危機管
理体制

不合格

一部物足りなさを感じる／任せられないわけではない

評価視点 評価点数
・満点となる７００点（委員一人当たり１００点×７人）のうち４２０点（６割）以上の
場合を「合格」とし、「合格」の場合であっても以下のとおり３段階で評価します。

評価

合格（良）

合格（優）

合格（良）
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